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　研究室の明るい窓ぎわにテーブル

を据えて，純白の實験衣を著けた若

ab．K助手が，身じるぎもせず何か新

しい事實を掴み取ろうと熱心に顧徴

鏡を覗いている．その眞撃な姿を私

．は向い側にある自分の席から，最も

美しいポーズの一っとして眺めるの

’である．

　私達は与三來，或種の駈類について

その精製機構を探求するため殆んど

漣臼顯微鏡と取組んでいる．そして

今ではこの顯微鏡下をじっと見入っ

て無衷のaSic入る醍醐味というもの

を漸く味わい樂しむことが禺來る様

になつたのである・

　肉眼では軍に細かい白い粉としか

．見えない試料、それを先ず捜大鏡で

しらべ，次に顯微鏡の鏡筒下に挿入

し静かにxテーヂを廻しながら20

倍，50倍，80倍，200倍と倍率を
あげて微細な結晶の持ワ稗泌な委を

次第にはつきり認められる糠にして

ゆく．その行程は今の私にとって大

きな一つの魅力なのである．

　こういう操作を繰返している時，

私は曾つてその素晴らしい維審的色

「彩の美しさに大きな惑動を受けた英

國映－「ヘンリー五．1喝の最初のシ

．一 刀CEPち上空からの・ンドン遠景

・ガ次第に移動し蝦大されながら，や

Lがて地球座の舞台の俳優たちが大爲

　Lになる，あの楡しい場面を，ふと

逗想するのである・

　　「いま面白い成長をしていますが

　、．．＿」といらKの言葉に促され交代

　して顯微鏡を覗いてみる．なるほど

溶液を入れたシャーレの一隅から

　撒本の細いすXきの葉を想わせる様

　な結晶がすくすくと静かに延びてい

　る．こiしは結品皿中に騨化カリの溶

液を入れ，これlzWt化錫の溶液を徴

．鼠滴下した際に起つた現象なのだ。

　　　　カ1，盛の樹肢量尺結晶

あるときは何の固農も存在しない溶

液中の一鮎に小さな種が生じると見

る間に，それから撒本の・或は敏．i』

本のすN嚢の葉が縦横に成長しはじ

めやがて覗野を殆んど被いつくすま

でになつてしまうこともある．

　軍なる結品の成長という事賓1こ封

して愚かな夢を描くのは私だけかも

知れない．が，將棊に浸頭すれば，

坂田名人の檬に，銀が泣いていると

さへ感じるのである．これに比べれ

ば私の場合など及びもつかないが，

しかし絶えず扱つている結晶には次

第に生物に封する標な，ほのかな愛

情を畳えてくる．そしてその結品が

徐々に成長してゆく檬を凝漉してい

ると，いつの間にか一種の愛玩植物，

即ち無機植鞠の堕育ぶりを槻察して

いるのだという妄想ic囚われてしま

うのである．

　だがこの水栽培によつて成長する

無機植物は肥料となる溶液の成分［こ

よつてまたいるいる異った型の葉ま

たは花を生じてくる場合がある．も

し上記の溶液を充分饗押した場合は

所謂すSき歌の葉などは現れず，或

時間が経過すると，鮮かな小さいダ

イヤモンF’型の花がキラキラと輝き

ながら，一面【こ吹き爲Lまレる檬に現れ・

る．それは普通の璽fヒカリの溶液を

濃縮する際，本質的に現れる白い脆

い四角の結晶とはおよそ似ても似つ

か蹟程．美しい．

　こうした植物性の現象はまた時1こ

立燈的にも現れることがある．瀞液

の入った結晶皿を勉氣恒温槽に入れ

一者夜ほどたつてのぞいて見るとt

皿の．上端の一鮎から，tPt　｛：ンチの高

　さの完全な立膣樹木が止えていて驚

かされることがある．また，ときに

は数セソチのガラスの障壁を乗り越

，
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えて，樹枝映結晶が一夜のうちに床

を撒十センチも這い廻つて我々を苦

笑させることもある．　　　　　　．

　無機物は動かぬものと中學時代に

敏わつた．それだからこれは所謂無

機斌物なのであるとして猫り楡んで

いたのである．ところが鼓に私の興

味を大いに惹いた事は，結品があた

かも植物岡灘に取扱われている例が

栄國にあるという記事であつた．

　それは或科學雑誌で讃んだもので

あるがクリーヴランドの或農場では

丁度野菜でも栽踏するかのcr；：・ッ

シェル盛という結贔を作っていると

いうのである．温床の代りに大きな

槽を用い，こtL：C種を播き，肥料を

興える様に瀞液を追加して，約一ケ

厚問極めて徐々に温度を下げながら

若い娠たちが丁寧rこ結晶の育成の世

話をしているのである．そしてやが

て刈）取つた牧獲の・一部はまた種と

して播いて薪しい栽培をはU’　a．．るの

だという．この収獲さgeたロッシエ

ル魎は通信機その他に塾要なもので

その償値は野菓の比でないことはい

うまでもない．從つてその載培も一

般植物の場合よ）も遙かに面倒なも

のだという．

　私も曾つて食盛の透明な軍一一縞箔

を育たせようといういる苦心Lたこ

とがあつたが途に成功しなかつた，

苦心の縮IIも實らなかつたのである

　19世紀のはじめ，ウ；一ラーが無

機物より有機物である尿素を合威し

てから，有機物の含成は釜ヒ盛んと

tつて今同では有機、無機の本來り

意義は殆んど滑減してしまつている

　また，十年程前に從來想像もされ・

なかつた「水と空氣と石炭から作つ

たe成繊維」ナイ・ンが市場に現れ

て我kをびつくりさせてから，繊椎

　の原料は植物又は動物からという從

來の常識をすつかり覆えしてしまつ

　た．

　微生物と考えられているヴィール
　スもある種のものは針歌結晶の型で

　取り禺されたという．

　　こうなると，有機，無機の匝別な

　どはもとより、生物，蕪生物の限界

　もだんだん模糊としてくるわけで、

　從つて無機植物などという荒唐無稽

　な言葉もいつかは肯定される時Ptき

　そうな氣もするのである．
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